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教員検定会の受験にあたって
教員検定会を受験するについて、事前の受験準備や心構え、試験科目の指定についてご案内
致します。

熟読のうえ飛行実技練習も含め、万端の準備を整えて検定会に臨んで下さい。検定試験は原則と
して1日で行う予定ですが気象状態によっては分割せざるを得ない場合もあります。学科検定試
験と教習実技検定試験および飛行実技検定試験が行われますが、検定会の中で試験科目や問題に
ついて詳細説明はありませんので、事前に勉強と練習のうえご参加ください。再受験は何度でも
可能ですが合否結果内容によってはお断りする場合もあります。その際は検定員と研修について
ご相談のうえ再受験をご検討ください。

記

飛行実技検定試験に使用する機体、装備について

　PGの試験に使用する機体は、DHVクラス１または1-2程度又は同等の機体といたします。

レスキューパラシュート等の安全に関する装備は適切に装備し且つ、点検されていなければならない。

　HGにおける使用機体とハーネス等の装備品は、通常初級スクーリングに使用されているグライダー
をご準備下さい。

教習実技試験の模擬講習項目の指定について

· 教習実技試験は、検定員又は参加者を講習生とみなして模擬の講義を行うものです。
· 出題は、JHF教本から行いますので、教本を熟読の上、事前に講義の準備をしておいてください。
· 試験は、くじ引きにより引き当てた３項目について行なわれます。模擬講義内容は、質疑応答を
· 含めて最長でも10分を越えない程度の構成とし、講習生はNP技能証取得者と想定してください。
·  講習生の立場から見て、解りやすく好感の持てる講義であることが重要なポイントとなります。
· 全般について豊富な言葉と広範囲な知識が必要となるでしょう。
· ［問題］
· ①ウィンドグラジェントとはどういう現象か、飛行にどのような影響を及ぼすか
· ②気温減率とは
· ③ウインドシアーとは何か。
· ④強い上昇気流から回避する方法と高度処理方法について
· ⑤パラグライダーにおいて、Aライザーを使った50％程度の片翼折り練習を行う際
· 　の実施前　説明について
· ⑥スパイラル練習を行う際の実施前説明及び予想される危険性について
· ⑦エアールールに関して
· ⑧失速の定義と起こりうる状況、そして回復方法
· ⑨テイクオフとランディングの注意点と予想される危険性について
· ⑩初めてのエリアを飛ぶ時の注意点と着目点
· ⑪パラグライダーの潰れの対処方法について。
· ⑫風速、風向変化による最良滑空比と沈下速度について
学科試験について

· 学科試験の出題範囲は多岐にわたるものです。
· JHF教本の全般と救急や保健等の一般的に指導者として必要な知識が出題されます。
· パイロット学科試験よりも高いレベルでの知識が要求されます。研修会では出題問題に対する
· 詳細説明講習は行いませんので、事前にＪＨＦ教本や参考書等で勉強しておくことが必要です。
· 　ＪＨＦの技能証学科科目の全般から出題され、問題数は２５問程度、合格判定基準は正解率
· 70％以上です。
飛行実技試験について

· 　現地で実施項目と採点項目の詳細を発表いたしますが、試験科目は次のとおりを予定しています。
· [パラグライダー]
· 飛行実技
· テイクオフディレクション（安全なテイクオフ指導）
· ランディングディレクション（安全なランディング指導）
· アウトランディングの誘導
· 飛行中のアクシデント誘導（潰れからの回復誘導）
· マヌーバー誘導（ピッチング・ローリング・ビッグイヤー等）
· レスキュー開傘シミュレーション指導
· 以上の科目の中から検定員の指示する内容の模擬実技（検定員または同僚の受験者らを
· フライトする講習生に見立て、誘導等指導の実技）を行っていただきます。詳細は別表
· 　実技試験採点表に従う。
· [ハンググライダー]
· ①　離陸前の機体と装備のセッティング
· ②　離陸直前の機体の構え方(バランスの良い安定した構え)
· ③　テイクオフ（ピッチに変化の無い安定したスムーズなテイクオフ）
· ④　直線飛行（地上に白線を引き、その真上を正確に風向きに関係なく直線飛行）
· ⑤　ランディング（地上の白線上に、風向きに関係なく-偏流フレア含む-ランディン
· 　　グ）
· ハンググライダーの飛行実技試験は、上記の基本操縦技術の他に受験エリア合わせ科目
· を設定します。各科目共に完璧に実演できることが要求されます。
以　上


